
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ＲＧＢ表色系の色度図である予め設定された第１色度図により示される発色特性を備える
第１表示手段に対応した第１画像信号を、ＲＧＢ表色系の色度図であって前記第１色度図
と異なる第２色度図により示される発色特性を備える第２表示手段に対応した第２画像信
号に変換する変換手段と、
前記変換された第２画像信号に基づいて前記第２表示手段を駆動する駆動手段と、
前記第２表示手段と

【請求項２】
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を備え、
前記変換手段は、前記第１画像信号における赤色を発色させるための赤信号、前記第１画
像信号における緑色を発色させるための緑信号及び前記第１画像信号における青色を発色
させるための青信号の夫々における輝度を、前記第１色度図と前記第２色度図とに基づい
て予め設定されている行列を用いて変換することにより、前記第２画像信号における前記
赤信号、前記第２画像信号における前記緑信号及び前記第２画像信号における前記青信号
の夫々における輝度に変換し、
　前記駆動手段は、変換後の前記第２画像信号における前記赤信号、前記第２画像信号に
おける前記緑信号及び前記第２画像信号における前記青信号の夫々における輝度に基づい
て前記第２表示手段を駆動することを特徴とする表示装置。

ＲＧＢ表色系の色度図である予め設定された第１色度図により示される発色特性を備える
第１表示手段に対応した第１画像信号を、ＲＧＢ表色系の色度図であって前記第１色度図



【請求項３】

【請求項４】

【請求項５】

【請求項６】

。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、赤（以下、Ｒと称する。）、緑（以下、Ｇと称する。）及び青（以下、Ｂと称
する。）の夫々の原色を表示するための色信号を含む画像信号に基づいて当該画像信号に
対応した画像の表示を行う表示装置の技術分野に属する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、カラー画像の表示が可能な表示装置としてもっとも一般的なものに、いわゆるブラ
ウン管を用いたＣＲＴ（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）がある。このＣＲＴは光の
三原色である上記Ｒ、Ｇ及びＢに対応する蛍光物質を、表示すべき画像信号に基づいて加
速された電子で励起して発光させカラー画像を表示するものである。
【０００３】
ここで、当該ＣＲＴの表示における色の状態を示すものとして、色の三要素のうち輝度を
除いた色相と飽和度（彩度）を一の座標上に示した色度図がある。この色度図は国際照明
委員会（一般にＣＩＥと称される。）において標準化されており、当該色度図上では、上
記Ｒ、Ｇ及びＢは、夫々が一の三角形の色度図（以下、この三角形の色度図を、色度三角
形と称する。）の頂点を構成するような色度座標を有して表示される。
【０００４】
一方、カラー表示が可能な他の表示装置としてＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏｌｕｍｉｎｅｓｃｅ
ｎｃｅ）ディスプレイがある。このＥＬディスプレイは小型で平面型の表示装置を実現で
きる点で近年開発が盛んである。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
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と異なる第２色度図により示される発色特性を備える第２表示手段に対応した第２画像信
号に変換する変換手段と、
前記変換された第２画像信号に基づいて前記第２表示手段を駆動する駆動手段と、
前記第２表示手段とを備え、
前記変換手段は、前記第１色度図で示される範囲内に色度座標を有する特定色であって、
前記第２色度図で示される範囲外に色度座標を有する特定色については、ＲＧＢ表色系の
色度図において当該特定色の色度座標に最も近い前記第１色度図上の色度座標により示さ
れる近似色を発色させるべく前記第２画像信号を生成することを特徴とする表示装置。

請求項１に記載の表示装置において、
前記変換手段は、前記第１色度図で示される範囲内に色度座標を有する特定色であって、
前記第２色度図で示される範囲外に色度座標を有する特定色については、ＲＧＢ表色系の
色度図において当該特定色の色度座標に最も近い前記第１色度図上の色度座標により示さ
れる近似色を発色させるべく前記第２画像信号を生成することを特徴とする表示装置。

請求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載の表示装置において、
前記第１画像信号はＮＴＳＣ方式又はＰＡＬ方式又はＳＥＣＡＭ方式の画像信号であり、
前記第２表示手段は有機ＥＬ素子を用いた表示手段であることを特徴とする表示装置。

請求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載の表示装置において、
前記第１画像信号は、前記赤信号、前記緑信号、前記青信号毎に前記表示装置に入力され
る信号であることを特徴とする表示装置。

請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載の表示装置において、
前記第１表示手段は、前記表示装置とは異なる他の表示装置に備えられていることを特徴
とする表示装置



ところで、上記ＣＲＴとＥＬ素子とを比較した場合には、光の三原色に相当する夫々の色
を発色する物質の発色特性が異なっている（すなわち、同一の画像信号が入力された場合
に、実際に表示される画像における色が、ＣＲＴとＥＬディスプレイでは異なる。）ため
、色度図上における夫々の色度三角形の形状も異なっている。
【０００６】
従って、例えば、ＣＲＴに対応して生成されているいわゆるＮＴＳＣ（Ｎａｔｉｏｎａｌ
　Ｔｅｌｅｖｉｓｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ）信号を用いてＥＬディス
プレイを駆動しようとすると、上記夫々の色度三角形の形状が異なっていることに起因し
て、ＣＲＴに対応して表示されるべき色がＥＬディスプレイ上では異なった色として表現
される、いわゆる色ずれが生じて色の再現性が低下するという問題点がある。すなわち、
同一のＮＴＳＣ信号を入力した場合に、ＣＲＴで表示される色とＥＬディスプレイで表示
される色とが異なり、ＥＬディスプレイによる表示においては、原画像の色と比較したと
きの色の再現性が低下してしまうのである。
【０００７】
そこで、本発明は上記の問題点に鑑みてなされたもので、その課題は、所定の表示装置に
対応して生成されている画像信号を用いて発色特性の異なる他の表示装置を駆動する場合
でも、色ずれを極力抑制して色の再現性を向上させることが可能な表示装置を提供するこ
とにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
上記の課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、ＲＧＢ表色系の色度図である予
め設定された第１色度図により示される発色特性を備えるＣＲＴ等の第１表示手段に対応
した第１画像信号を、ＲＧＢ表色系の色度図であって前記第１色度図と異なる第２色度図
により示される発色特性を備えるＥＬディスプレイ等の第２表示手段に対応した第２画像
信号に変換するマトリクス演算回路等の変換手段と、前記変換された第２画像信号に基づ
いて前記第２表示手段を駆動するドライバ等の駆動手段と、前記第２表示手段と

。
【０００９】
請求項１に記載の発明の作用によれば、変換手段は、第１表示手段に対応した第１画像信
号を第２表示手段に対応した第２画像信号に変換する。

【００１０】
そして、駆動手段は、

【００１１】
よって、第２表示手段を駆動するための第２画像信号を、第１画像信号を変換することに
より取得して第２表示手段を駆動するので、第２表示手段に対応していない第１画像信号
が入力された場合でも、色ずれを低減し色の再現性を向上させて表示することができる。

【００１２】
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を備え、
前記変換手段は、前記第１画像信号における赤色を発色させるための赤信号、前記第１画
像信号における緑色を発色させるための緑信号及び前記第１画像信号における青色を発色
させるための青信号の夫々における輝度を、前記第１色度図と前記第２色度図とに基づい
て予め設定されている行列を用いて変換することにより、前記第２画像信号における前記
赤信号、前記第２画像信号における前記緑信号及び前記第２画像信号における前記青信号
の夫々における輝度に変換し、前記駆動手段は、変換後の前記第２画像信号における前記
赤信号、前記第２画像信号における前記緑信号及び前記第２画像信号における前記青信号
の夫々における輝度に基づいて前記第２表示手段を駆動することを特徴とする

また、変換手段は、第１画像信号
における赤信号、緑信号及び青信号の夫々における輝度を、第１色度図と第２色度図とに
基づいて予め設定されている行列を用いて変換することにより、第２画像信号における赤
信号、緑信号及び青信号の夫々における輝度に変換する。

変換後の第２画像信号における赤信号、緑信号及び青信号の夫々に
おける輝度に基づいて第２表示手段を駆動する。

また、複雑な処理を行うことなく第２画像信号を得て第２表示手段を駆動することができ
る。



上記の課題を解決するために、請求項２に記載の発明は、

。
【００１３】
請求項２に記載の発明の作用によれば、変換手段は、

【００１４】

。
【００１５】
よって、

【００１６】
上記の課題を解決するために、請求項３に記載の発明は、

。
【００１７】
請求項３に記載の発明の作用によれば、請求項１に記載の発明の作用に加えて、

【００１８】
上記の課題を解決するために、請求項４に記載の発明は、

。
【００１９】
請求項４に記載の発明の作用によれば、

【００２０】
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ＲＧＢ表色系の色度図である予
め設定された第１色度図により示される発色特性を備える第１表示手段に対応した第１画
像信号を、ＲＧＢ表色系の色度図であって前記第１色度図と異なる第２色度図により示さ
れる発色特性を備える第２表示手段に対応した第２画像信号に変換する変換手段と、前記
変換された第２画像信号に基づいて前記第２表示手段を駆動する駆動手段と、前記第２表
示手段とを備え、前記変換手段は、前記第１色度図で示される範囲内に色度座標を有する
特定色であって、前記第２色度図で示される範囲外に色度座標を有する特定色については
、ＲＧＢ表色系の色度図において当該特定色の色度座標に最も近い前記第１色度図上の色
度座標により示される近似色を発色させるべく前記第２画像信号を生成することを特徴と
する

第１表示手段に対応した第１画像信
号を第２表示手段に対応した第２画像信号に変換する。

また、変換手段は、第１色度図で示される範囲内に色度座標を有する特定色であって、第
２色度図で示される範囲外に色度座標を有する特定色については、ＲＧＢ表色系の色度図
において当該特定色の色度座標に最も近い第１色度図上の色度座標により示される近似色
を発色させるべく第２画像信号を生成する

第２表示手段を駆動するための第２画像信号を、第１画像信号を変換することに
より取得して第２表示手段を駆動するので、第２表示手段に対応していない第１画像信号
が入力された場合でも、色ずれを低減し色の再現性を向上させて表示することができる。
また、第２表示手段において特定色表示する際にも、色の再現性を大きく損なうことなく
表示することができる。

請求項１に記載の表示装置にお
いて、前記変換手段は、前記第１色度図で示される範囲内に色度座標を有する特定色であ
って、前記第２色度図で示される範囲外に色度座標を有する特定色については、ＲＧＢ表
色系の色度図において当該特定色の色度座標に最も近い前記第１色度図上の色度座標によ
り示される近似色を発色させるべく前記第２画像信号を生成することを特徴とする

変換手段
は、第１色度図で示される範囲内に色度座標を有する特定色であって、第２色度図で示さ
れる範囲外に色度座標を有する特定色については、ＲＧＢ表色系の色度図において当該特
定色の色度座標に最も近い第１色度図上の色度座標により示される近似色を発色させるべ
く第２画像信号を生成する。よって、第２表示手段において特定色表示する際にも、色の
再現性を大きく損なうことなく表示することができる。

請求項１乃至請求項３のいずれ
か一項に記載の表示装置において、前記第１画像信号はＮＴＳＣ方式又はＰＡＬ方式又は
ＳＥＣＡＭ方式の画像信号であり、前記第２表示手段は有機ＥＬ素子を用いた表示手段で
あることを特徴とする

請求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載の発
明の作用に加えて、第１画像信号はＮＴＳＣ方式又はＰＡＬ方式又はＳＥＣＡＭ方式の画
像信号であり、更に、第２表示手段は有機ＥＬ素子を用いた表示手段であるので、ブラウ
ン管用に生成されたＮＴＳＣ方式又はＰＡＬ方式又はＳＥＣＡＭ方式の画像信号が入力さ
れても色の再現性を劣化させることなく有機ＥＬ素子を駆動することができる。

上記の課題を解決するために、請求項５に記載の発明は、請求項１乃至請求項３のいずれ



【００２１】
【発明の実施の形態】
次に、本発明に好適な実施の形態について、図面を用いて説明する。
【００２２】
なお、以下に説明する実施形態は、ＣＲＴ用に生成された第１画像信号としてのＮＴＳＣ
信号が入力され、当該ＮＴＳＣ信号に基づいて有機ＥＬディスプレイにより構成される第
２表示手段としての表示パネルを駆動する表示装置に対して本発明を適用した場合の実施
形態である。
【００２３】
始めに、図１を用いて実施形態の表示装置の構成について説明する。
【００２４】
図１に示すように、実施形態の表示装置Ｓは、変換手段としてのマトリクス演算回路１と
、上記表示パネル５と、駆動手段としての列ドライバ２と、行ドライバ３と、制御回路４
とにより構成されている。このとき、表示パネル５は、列方向（図１中縦方向）に平行に
配置された複数の列電極と行方向（図１中横方向）に平行に配置された複数の行電極を備
え、列電極及び行電極が夫々に交差する点が一の画素となって表示パネル５により表示さ
れる画像を構成する。
【００２５】
次に、概要動作を説明する。
【００２６】
外部から入力されたＮＴＳＣ信号を色毎に分解することにより得られたデータ赤色信号Ｓ
ｒ（元のＮＴＳＣ信号における赤色を示す色信号）、データ緑色信号Ｓｇ（元のＮＴＳＣ
信号における緑色を示す色信号）及びデータ青色信号Ｓｂ（元のＮＴＳＣ信号における青
色を示す色信号）は、マトリクス演算回路１に入力され、当該マトリクス演算回路１にお
いて制御回路４からのマトリクス係数信号Ｓｍに含まれるマトリックス係数を用いて後述
の色度図上の座標変換が施され、変換赤信号Ｓｒ’（変換前のデータ赤色信号Ｓｒに対応
する。）、変換緑信号Ｓｇ’（変換前のデータ緑色信号Ｓｇに対応する。）及び変換青信
号Ｓｒ’（変換前のデータ青色信号Ｓｂに対応する。）が生成される。そして、当該変換
赤信号Ｓｒ’、変換緑信号Ｓｇ’及び変換青信号Ｓｒ’が列ドライバ２に入力される。
【００２７】
これにより、列ドライバ２は、制御回路４の制御の下、入力された変換赤信号Ｓｒ’、変
換緑信号Ｓｇ’及び変換青信号Ｓｒ’に基づいて、表示パネル５における列電極のうち、
駆動すべき画素に対応する列電極に駆動電圧又は駆動電流を加える。
【００２８】
一方、行ドライバ３は、制御回路４の制御の下、表示パネル５における各行電極に対して
一定の駆動電圧又は駆動電流で一定周期により上記各行電極を選択走査する。
【００２９】
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か一項に記載の表示装置において、前記第１画像信号は前記赤信号、前記緑信号、前記青
信号毎に前記表示装置に入力される信号であることを特徴とする。
請求項５に記載の発明の作用によれば、請求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載の発
明の作用に加えて、いわゆるコンポジット信号である上記ＮＴＳＣ信号等の他に、コンピ
ュータ等に用いるために生成され、初めからＲ、Ｇ及びＢ毎に分離している画像信号が入
力される表示装置に対して本発明を適用することも可能である。
上記の課題を解決するために、請求項６に記載の発明は、請求項１乃至請求項５のいずれ
か一項に記載の表示装置において、前記第１表示手段は、前記表示装置とは異なる他の表
示装置に備えられていることを特徴とする。
請求項６に記載の発明の作用によれば、請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載の発
明の作用に加えて、更に、一般的に、表示における発光特性が異なる（すなわち、色度三
角形が相互に異なる）表示装置間で、一方の表示装置用に生成されている画像信号をその
まま用いて他方の表示装置を駆動する場合に適用することができる。



そして、一定の駆動電圧又は駆動電流が選択的に加えられている行電極と、変換赤信号Ｓ
ｒ’、変換緑信号Ｓｇ’及び変換青信号Ｓｂ’に基づいて駆動電圧又は駆動電流が選択的
に加えられる列電極との交点の画素が、変換赤信号Ｓｒ’、変換緑信号Ｓｇ’及び変換青
信号Ｓｂ’が入力されるタイミングにおいて夫々の信号における駆動電圧又は駆動電流に
応じて発光することとなる。
【００３０】
このとき、制御回路４は上記マトリクス演算回路１に対してマトリクス係数信号Ｓｍを出
力すると共に、表示装置Ｓ全体を制御する。
【００３１】
次に、本発明に係るマトリクス演算回路１及び制御回路４の動作について、図１及び図２
を用いて説明する。
【００３２】
まず、表示パネル５と一般のＣＲＴとの色度図上の発光特性の違いについて図２を用いて
説明する。
【００３３】
図２に示すように、表示パネル５を構成する有機ＥＬディスプレイの色度図上における色
度三角形（図２中、三角印点を結んだ三角形）の形状はＣＲＴの色度図上の色度三角形（
図２中、丸印点を結んだ三角形）の形状とは異なり、同じＮＴＳＣ信号が入力された場合
、有機ＥＬディスプレイの方がＣＲＴよりも全体に緑色がかった色として表示される。
【００３４】
このとき、有機ＥＬディスプレイの色度三角形の各頂点の色度座標は、一例として、Ｒに
ついて
【数１】
（ｘＲ ，ｙＲ ）＝（０．５９３５，０．３９９８）
、Ｇについて
【数２】
（ｘＧ ，ｙＧ ）＝（０．２８５３，０．６６９６）
、Ｂについて
【数３】
（ｘＢ ，ｙＢ ）＝（０．１４１１，０．２３６６）
となり、更に各三原色の輝度の設定の基準となる白（Ｗ）の色度座標は
【数４】
（ｘＷ ，ｙＷ ）＝（０．３１００，０．３１６０）
となる。ここで、各三原色の輝度については、最大輝度の白が表示されるように各三原色
の輝度を調節し、白が最大輝度となったときの各三原色の輝度を夫々「１」と定義する。
【００３５】
一方、ＣＲＴにＮＴＳＣ信号を入力した場合の色度三角形の各頂点の色度座標は、Ｒにつ
いて
【数５】
（ｘＲ ，ｙＲ ）＝（０．６７００，０．３３００）
、Ｇについて
【数６】
（ｘＧ ，ｙＧ ）＝（０．２１００，０．７１００）
、Ｂについて
【数７】
（ｘＢ ，ｙＢ ）＝（０．１４００，０．０８００）
となる。また、Ｗの色度座標については上記有機ＥＬディスプレイの場合と同様である。
【００３６】
従って、図２からわかるように、同じＮＴＳＣ信号を有機ディスプレイとＣＲＴに入力し
た場合に、Ｇ及びＲについては表示される色は大きく変わることはないが、Ｂについては
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、まったく異なった色として表示されることとなる。そこで、本実施形態では、外部から
入力されるＮＴＳＣ信号を各色毎に分解した上記データ赤色信号Ｓｒ、データ緑色信号Ｓ
ｇ及びデータ青色信号Ｓｂに対して以下に説明するマトリクスによる変換を施して表示パ
ネル５を駆動する。
【００３７】
すなわち、始めに、各三原色Ｒ、Ｇ及びＢを三刺激値Ｘ、Ｙ及びＺに一時的に変換するた
めのマトリクスＭを以下のように定義する。
【００３８】
【数８】
　
　
　
　
　
ここで、三刺激値について説明すると、どのような色でも三原色を適当な量（輝度）だけ
混合することによって視覚的にもとの色と等しくさせることができる（この処理を等色と
いう。）。そして、この等色処理における各三原色の量（輝度）を三刺激値というのであ
る。
【００３９】
一方、マトリクスＭを上記のように定義すると、各三刺激値の夫々と各三原色の色度座標
とは以下に示す関係となる。
【００４０】
【数９】
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このとき、輝度の基準を与える条件として、
【数１０】
Ｙ＝１
とすると、上記マトリクスＭにおける各要素ａｉ ｊ （ｉ，ｊ＝１，２，３）は、以下のよ
うに定まる。
【００４１】
【数１１】
ａ１ １ ＝（ｘＲ ／ｙＲ ）×ａ２ １ ，　ａ１ ２ ＝（ｘＧ ／ｙＧ ）×ａ２ ２ ，　ａ１ ３ ＝（ｘ

Ｂ ／ｙＢ ）×ａ２ ３ ，　ａ２ １ ＝ΔＷ Ｇ Ｂ ／ΔＲ Ｇ Ｂ ，　ａ２ ２ ＝ΔＲ Ｗ Ｂ ／ΔＲ Ｇ Ｂ ，
ａ２ ３ ＝ΔＲ Ｇ Ｗ ／ΔＲ Ｇ Ｂ ，　ａ３ １ ＝｛（１－ｘＲ －ｘＲ ）／ｙＲ ｝×ａ２ １ ，　ａ

３ ２ ＝｛（１－ｘＧ －ｙＧ ）／ｙＧ ｝×ａ２ ２ ，ａ３ ３ ＝｛（１－ｘＢ －ｙＢ ）／ｙＢ ｝
×ａ２ ３

ここで、Δｉ ｊ ｋ （ｉ，ｊ，ｋ＝Ｒ，Ｇ，Ｂ，Ｗ）は以下の式で与えられる。
【００４２】
【数１２】
Δｉ ｊ ｋ ＝｛ｘｉ （ｙｊ －ｙｋ ）＋ｘｊ （ｙｋ －ｙｉ ）＋ｘｋ （ｙｉ －ｙｊ ）｝／ｙｉ ｙ
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ｊ ｙｋ

従って、ＮＴＳＣ信号から分離された上記データ赤色信号Ｓｒ、データ緑色信号Ｓｇ及び
データ青色信号Ｓｂを三刺激値Ｘ、Ｙ及びＺに変換するためのマトリクスＭは、上記数５
乃至数７及び数１１並びに数１２を用いると、
【数１３】
　
　
　
　
　
となる。一方、表示パネル５を発光させるためのＲ、Ｇ及びＢの各信号を三刺激値Ｘ、Ｙ
及びＺに変換するためのマトリクスＭは、上記数１乃至数３及び数１１並びに数１２を用
いると、
【数１４】
　
　
　
　
　
従って、ＮＴＳＣ信号から分離された上記データ赤色信号Ｓｒ、データ緑色信号Ｓｇ及び
データ青色信号Ｓｂにより表示パネル５を駆動する際に色度座標が変化しないようにする
ためには、数１３の右辺と数１４の右辺とが同じ三刺激値に変換されればよいから、結局
、数１３の右辺と数１４の右辺とが等しくなればよい。これより、ＮＴＳＣ信号から分離
された上記データ赤色信号Ｓｒ、データ緑色信号Ｓｇ及びデータ青色信号Ｓｂを上記変換
赤信号Ｓｒ’、変換緑信号Ｓｇ’及び変換青信号Ｓｂ’に変換するためのマトリクスＭは
以下のようになる。
【００４３】
【数１５】
　
　
　
　
　
従って、このマトリクスＭの係数がマトリクス係数信号Ｓｍとして制御回路４からマトリ
クス演算回路１に入力され、当該マトリクス演算回路１によりデータ赤色信号Ｓｒ、デー
タ緑色信号Ｓｇ及びデータ青色信号Ｓｂが変換赤信号Ｓｒ’、変換緑信号Ｓｇ’及び変換
青信号Ｓｂ’に変換され、列ドライバ２を介して表示パネル５が駆動されることとなる。
【００４４】
このマトリクス演算回路１の動作により、有機ＥＬディスプレイに対応する色度三角形の
内側に色度座標を有する色（例えば、図２中符号Ｘで示される色度座標を有する色）につ
いては、ＮＴＳＣ信号をそのまま表示装置Ｓに入力した場合でも、色度座標の変化を起こ
すことなく、すなわち、表示される色が変化することなく表示パネル５上に表示される。
【００４５】
なお、有機ＥＬディスプレイに対応する色度三角形の外側に色度座標を有する特定色であ
って、ＣＲＴに対応する色度三角形の内側に色度座標を有する特定色（例えば、図２中符
号Ｙで示される色度座標を有する色）については、その色度座標Ｙに近い有機ＥＬディス
プレイに対応する色度三角形内の色が当該特定色に代わる色として表示パネル５上に表示
される。
【００４６】
より具体的な方法としては、色度座標Ｙの位置から最も近い有機ＥＬディスプレイに対応
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する色度三角形の辺に垂線を下したその足Ｙ’の位置に相当する色度座標を有する色を当
該特定色に代わって表示パネル５上に表示する第１の方法がある。
【００４７】
また、第２の方法としては、例えば、上記特定色の色度座標が、有機ＥＬディスプレイに
対応する色度三角形におけるＲの色度座標とＢの色度座標とを結んだ直線に対して色度図
上で下側にあるとき（例えば、図２中符号Ｙで示される色度座標であるとき）は、当該Ｙ
の色度座標と有機ＥＬディスプレイに対応する色度三角形におけるＧの色度座標とを結ん
だ直線と上記有機ＥＬディスプレイに対応する色度三角形におけるＲの色度座標とＢの色
度座標とを結んだ直線との交点を当該特定色に代えて表示する色の色度座標Ｙ’とする方
法もある。
【００４８】
更に第３の方法としては、色度座標Ｙの特定色に対応する上記データ赤色信号Ｓｒ、デー
タ緑色信号Ｓｇ及びデータ青色信号Ｓｂの値の少なくとも一つが負になることを利用して
、当該負になったデータ赤色信号Ｓｒ、データ緑色信号Ｓｇ及びデータ青色信号Ｓｂのう
ちのいずれかの値を「０」と見なして表示する方法がある。
【００４９】
この第３の方法について、色度座標Ｙから色度座標Ｙ’への変換に伴って、その輝度が変
化する場合については、上記負となったデータ赤色信号Ｓｒ、データ緑色信号Ｓｇ及びデ
ータ青色信号Ｓｂのうちのいずれかの輝度成分を負となっていない信号からその比に応じ
て減算することで、変換前後の輝度を一定化することができる。より具体的には、変換赤
色信号Ｓｒ’、変換緑色信号Ｓｇ’及び変換青色信号Ｓｂ’の輝度の値が、夫々「３」、
「－１」及び「２」であったときには、変換後の色度座標Ｙ’における夫々の輝度の値（
Ｓｒ”、Ｓｇ”、Ｓｂ”）を、夫々、
【数１６】
Ｓｒ”＝３＋３／（３＋２）×Ｓｇ’
Ｓｇ”＝０
Ｓｂ”＝３＋２／（３＋２）×Ｓｇ’
とすることにより、変換前後の輝度を一定化することができる。
【００５０】
なお、この色度座標Ｙから色度座標Ｙ’への変換はマトリクス演算回路１において実行さ
れる。
【００５１】
以上説明したように、実施形態の表示装置Ｓの動作によれば、ＣＲＴに対応したデータ赤
色信号Ｓｒ、データ緑色信号Ｓｇ及びデータ青色信号Ｓｂを表示パネル５に対応した変換
赤信号Ｓｒ’、変換緑信号Ｓｇ’及び変換青信号Ｓｂ’に変換し、表示パネル５を駆動す
るので、表示パネル５に対応していないデータ赤色信号Ｓｒ、データ緑色信号Ｓｇ及びデ
ータ青色信号Ｓｂが入力された場合でも、色ずれを低減し色の再現性を向上させて表示す
ることができる。
【００５２】
また、データ赤色信号Ｓｒ、データ緑色信号Ｓｇ及びデータ青色信号Ｓｂの夫々における
輝度を、予め設定されているマトリクスＭを用いて変換することにより変換赤信号Ｓｒ’
、変換緑信号Ｓｇ’及び変換青信号Ｓｂ’の夫々における輝度に変換するので、複雑な処
理を行うことなく表示パネル５を駆動することができる。
【００５３】
更に、有機ＥＬディスプレイに対応する色度三角形の外側に色度座標を有する特定色であ
って、ＣＲＴに対応する色度三角形の内側に色度座標を有する特定色については、その色
度座標Ｙに最も近い有機ＥＬディスプレイに対応する色度三角形内の色が当該特定色に代
わる色として表示パネル５上に表示されるので、色の再現性を大きく損なうことなく表示
することができる。
【００５４】
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なお、上述の実施形態においては、ＣＲＴ用に生成されたＮＴＳＣ信号により表示パネル
５を駆動する場合について説明したが、これ以外に、ＣＲＴ用に生成されたＰＡＬ（Ｐｈ
ａｓｅ　Ａｌｔｅｒｎａｔｉｏｎ　ｂｙ　Ｌｉｎｅ）方式の信号により表示パネル５を駆
動する場合や、ＣＲＴ用に生成されたＳＥＣＡＭ（Ｓｅｑｕｅｎｔｉａｌ　ｏｆ　Ｍｅｍ
ｏｒｙ）方式の信号により表示パネル５を駆動する場合にも適用できる。
【００５５】
また、いわゆるコンポジット信号である上記ＮＴＳＣ信号等の他に、コンピュータ等に用
いるために生成され、初めからＲ、Ｇ及びＢ毎に分離している画像信号が入力される表示
装置に対して本発明を適用することも可能である。
【００５６】
更に、一般的に、表示における発光特性が異なる（すなわち、色度三角形が相互に異なる
）表示装置間で、一方の表示装置用に生成されている画像信号をそのまま用いて他方の表
示装置を駆動する場合に適用することができる。
【００５７】
【発明の効果】
以上説明したように、請求項１に記載の発明によれば、第１表示手段に対応した第１画像
信号を第２表示手段に対応した第２画像信号に変換し、当該変換された第２画像信号に基
づいて第２表示手段を駆動するので、第２表示手段に対応していない第１画像信号が入力
された場合でも、色ずれを低減し色の再現性を向上させて表示することができる。

【００５８】
請求項２に記載の発明によれば、

【００５９】

【００６０】

【００６１】
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また、複雑な処理を行うことなく第２画像信号を得て第２表示手段を駆動することができ
る。

第１表示手段に対応した第１画像信号を第２表示手段に
対応した第２画像信号に変換し、当該変換された第２画像信号に基づいて第２表示手段を
駆動するので、第２表示手段に対応していない第１画像信号が入力された場合でも、色ず
れを低減し色の再現性を向上させて表示することができる。

また、第１色度図で示される範囲内に色度座標を有する特定色であって、第２色度図で示
される範囲外に色度座標を有する特定色については、ＲＧＢ表色系の色度図において当該
特定色の色度座標にもっとも近い第１色度図上の色度座標により示される近似色を発色さ
せるべく第２画像信号を生成するので、第２表示手段において特定色表示する際にも、色
の再現性を大きく損なうことなく表示することができる。

請求項３に記載の発明によれば、請求項１に記載の発明の効果に加えて、第１色度図で示
される範囲内に色度座標を有する特定色であって、第２色度図で示される範囲外に色度座
標を有する特定色については、ＲＧＢ表色系の色度図において当該特定色の色度座標にも
っとも近い第１色度図上の色度座標により示される近似色を発色させるべく第２画像信号
を生成するので、第２表示手段において特定色表示する際にも、色の再現性を大きく損な
うことなく表示することができる。

請求項４に記載の発明によれば、請求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載の発明の効
果に加えて、第１画像信号はＮＴＳＣ方式又はＰＡＬ方式又はＳＥＣＡＭ方式の画像信号
であり、更に、第２表示手段は有機ＥＬ素子を用いた表示手段であるので、ブラウン管用
に生成されたＮＴＳＣ方式又はＰＡＬ方式又はＳＥＣＡＭ方式の画像信号が入力されても
色の再現性を劣化させることなく有機ＥＬ素子を駆動することができる。
請求項５に記載の発明によれば、請求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載の発明の効
果に加えて、いわゆるコンポジット信号である上記ＮＴＳＣ信号等の他に、コンピュータ
等に用いるために生成され、初めからＲ、Ｇ及びＢ毎に分離している画像信号が入力され
る表示装置に対して本発明を適用することも可能である。
請求項６に記載の発明によれば、請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載の発明の効



【図面の簡単な説明】
【図１】実施形態の表示装置の概要構成を示すブロック図である。
【図２】ＣＲＴと有機ＥＬディスプレイの色度三角形を示す色度図である。
【符号の説明】
１…マトリクス演算回路
２…列ドライバ
３…行ドライバ
４…制御回路
５…表示パネル
Ｓ…表示装置
Ｓｒ…データ赤色信号
Ｓｇ…データ緑色信号
Ｓｂ…データ青色信号
Ｓｒ’…変換赤信号
Ｓｇ’…変換緑信号
Ｓｂ’…変換青信号
Ｓｍ…マトリクス係数信号
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(12) JP 3568367 B2 2004.9.22

果に加えて、更に、一般的に、表示における発光特性が異なる（すなわち、色度三角形が
相互に異なる）表示装置間で、一方の表示装置用に生成されている画像信号をそのまま用
いて他方の表示装置を駆動する場合に適用することができる。
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